









































































2016 年 10 月 29 日の日本加圧トレーニング学会学術
集会（口頭）及び学会ホームページ（文書）を通じてア
ンケート調査への協力を呼びかけ，回答期間は約2ヶ月












 ⃝1年未満　⃝1-2 年　⃝3-5 年　⃝6-10 年　⃝11-20 年　⃝21年以上　⃝その他 :
3 .	 加圧トレーニングの利用者・患者の年齢層を教えて下さい。（複数回答可）	


























 ⃝週 1回　⃝週 2回　⃝週 3回　⃝週 4-6 回　⃝月1-3 回　⃝毎日　⃝その他 :
17.	 1 回の加圧トレーニングの施術時間は何分ですか。１名の加圧トレーニング施術時間でインターバル等ではずす時間も含めて
下さい。（複数回答可）	






































10 年」が最も多く（103 施設），10 年以内の施設が全体
の 84%（194 施設）を占めた（図 1B）．
加圧トレーニングの利用者の年齢層は，「40 歳代」が
最も多く，全体の 91%（212 施設）で利用していた．ま
た，「20 歳代」から「60 歳代」までの年齢層（20 歳代：










































　　　  図 1：（A）加圧トレーニングの施設の種類　　　　　　　　（B）加圧トレーニング開始からの期間
施設数









図 2：加圧トレーニング 232 施設における利用者の年齢層


















































（図 4A）．加圧トレーニングの頻度は，「週 1 回」（218
施設：94%）が最も多く，「週 2 回」（149 施設：64%）
の回答も全施設で半数を超えていた（図 4B）．また，加
圧トレーニングの施術時間は，全施設で半数を超えてい




































が最も多く，「3 ヶ月に 1 回」（51 施設：22%），「週に 1












































































































図 5：（D）テスト等を実施する間隔（図 5C の該当者）
施設数















図 5：（E）テスト等の具体的な内容（図 5C の該当者）





















筋神経疾患 19)，循環器疾患 20,21)，脳血管疾患 22,23,24)，免






26 施設では，厚生労働省で指定難病（2017 年 4 月 1
日現在）27) に該当する 6疾患についても加圧トレーニン



























































































今回の調査は，2006 年と比べて約 2 倍の施設から回
答が得られたが（2006 年 105 施設，今回 232 施設），前








加圧トレーニングに関する全国実態調査を 2016 年 10
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